
ミ ラ イ を 創 る
椎葉村地域おこし協力隊



そんな村だからこそ創り出せる未来がきっとあるはず

「秘境」と呼ばれる村

「世界に誇れる村を創り出したい」

そんな思いを持つ仲間を増やしたい

私たちは「地域おこし協力隊」にそんな思いを持っています



椎葉村の「地域おこし協力隊」の特徴

椎葉村の地域おこし協力隊の特徴は以下の３つです。

①目的は椎葉村への移住・定住
（役場の人手不足の解消ではありません。椎葉村の

未来を創るためのチャレンジミッションです。）
②副業ＯＫ！むしろ推奨！

（どんどん稼いで、定住に向けた基盤をつくりましょう）
③賞与有り。有給休暇多め

（業務外の事にもお金や時間を使えます）

※平成27年から現在まで15名が着任しています。



「地域おこし協力隊」に期待すること

これから移り住んでくれるあなたには、少しだけこんな事を期待しています。

①椎葉村ならではの魅力の発見と共有
（あなたの感受性で教えてくれた魅力が地元民の自信になります）

②柔軟な発想と今までにない視点
（ここには何もないから…というあきらめを揺さぶるアイデアを）

③新しいネットワークと実行する力
（あなたの家族や友人知人、スキルや職歴にこの村をかけ算すると？）



椎葉村地域おこし協力隊募集要項

必須要件 ①年齢：応募時点で20歳以上45歳未満の方
②性別：問いません
③住所：現在、三大都市圏をはじめとする都市地域に居住し、委嘱

後、椎葉村に生活拠点および住民票を移動できる方で、椎葉村に
1年以上住む事が可能な方

④資格等：普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）
パソコン（ワード、エクセル、パワーポイント等）

⑤健康：心身共に健康で、誠実に職務を行う事が出来る方
⑥その他：地域おこしに意欲があり、地域になじむ意思のある方

活動時間 週40時間
椎葉村では「独立」「起業」を視野に入れた自主活動や仕事を推奨し
ています。そのため、勤務時間での定住に向けたミッション以外の副
業に繫がる活動も可能です。起業準備や資格取得、農林業、地域
活動など独自の活動を積極的に行って下さい。
また、活動時間はミッションの内容により設定する事が可能です。



椎葉村地域おこし協力隊募集要項

雇用形態・
期間等

・地域おこし協力隊（会計年度任用職員）として椎葉村長が委嘱します。
・委嘱時期は原則として、令和2年4月1日としますが、相談のうえ

調整します。
・当初委嘱期間は、委嘱の日から1年間としますが、その後は活動実績

等を踏まえ1年毎に更新し、最長で委嘱の日から3年まで延長します。

給与等 給与：月１６万6千円
賞与：月額給与相当額を年2回
活動経費；活動費として予算の範囲内で交付します。（使途や額などを
踏まえた申請手続きが必要です。対象費用等は担当者と協議のうえ決
定します）

待遇・
福利厚生

・社会保険（雇用保険、健康保険、厚生年金）に加入します。
・住居は村があっせんします。家賃は村が負担します。
・活動用の車輌およびパソコンは村が貸与します。

ただし、車輌は共用となり、空いていない場合は、個人車輌を使用し、
走行距離等に応じて費用弁償します。

・隊員が兼業を行う場合には、村長へ届け出と許可が必要となります。



椎葉村地域おこし協力隊募集要項

応募手続き 応募受付期間：令和元年10月31日（木）17時必着
提出書類：継ぎの書類を椎葉村地域振興課に郵送又は持参してくだ
さい。
応募用紙（下記ＵＲＬからダウンロード出来ます）

申し込み・お問い合わせ先
〒８８３－１６０１ 宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良1762-1

椎葉村役場地域振興課 企画グループ
TEL 0982-67-3203 FAX 0982-67-2825
Mail shiibachiiki@gmail.com

選考の流れ 審査方法
①一次選考 書類審査のうえ、結果を通知します。

（場合によってはＷＥＢ面談を行います）
②二次選考 一次選考合格者を対象に面接を行います。

なお、交通費・宿泊費等は自己負担とします。

事前体験 椎葉村の状況や具体的な募集内容を現地で確認したい場合は
お試し体験事業を行っています。詳細は次項をご覧下さい。



地域おこし協力隊お試し体験事業

興味があるけど現地でみてみないと不安・・
採用されても自分が思ってたのと違ってたらどうしよう・・
こんなミスマッチを無くすためにお試し体験やってます！

椎葉村地域おこし協力隊に関心があり、応募を行う前に、椎葉村はどういう所かとか募集内容の現地での詳細な説
明、先輩隊員や移住者との意見交換などを行いたいという場合に、現地までの旅費の半額（上限5万円）を助成し
ます。も準備しています

実施前 （体験希望者）
椎葉村地域おこし協力隊に関心があり、当事業の申請を行う場合には、実施の10日前まで
に椎葉村役場地域振興課まで実施申請書にて実施申請を行う

（椎葉村役場）
上記申請内容を審査のうえ、採択決定通知を申請者に通知

事業の実施 （椎葉村役場）
体験希望者の申請内容に応じて、体験希望者と連絡をとり、体験の準備を行う。

（体験希望者）
椎葉村役場担当者と打ち合わせを行い、椎葉村への体験を実施

実施後 （体験希望者）
体験完了後、1ヶ月以内に旅費に関する領収書等を添付のうえ、補助金交付申請書および
請求書を提出

（椎葉村役場）
交付申請を審査のうえ、交付決定を行い、補助金を交付



繋げるエディター

人や暮らしの。暮らしを照らす。そこから「繋がり」が生まれる

椎葉村にはゆっくり流れる時間の中で暮らしが営まれていて、とても心地よい。
そんな秘境での暮らしや人、出来事を切り取り、暮らしの幸せさ、貴重さを伝え、人の心を動
かすローカルメディアを創ってみませんか？

・「Ｏｎｌｙ ｏｎｅ ｓｈｉｉｂａ」製作のオノコボデザインと連携したローカルメディア製作
「Ｏｎｌｙ ｏｎｅ ｓｈｉｉｂａ」のテイストで取材から編集まで、ＷＥＢや紙媒体での発信を行い、
村内外の人々に届け、村外にいる出身者には椎葉村を思う気持ちを育み、村内の

人々には椎葉村の良さを気づかせ誇りを持たせる、心を動かし、未来を創るメディアを
目指します。
・村内で育った人々に届けたい

椎葉村で育った若者は高校進学を機に村を離れます。そんな人々の心に椎葉村
をいつまでもありつづけてもらいたい。紙でもＷＥＢでも動画でも、形態を問わず
そんな人々に届けるメディアを創ってもらいたいと思っています。

協力者
・オノコボデザイン

必須経験
・記事ライティングおよび編集
・写真撮影（一眼レフ）
・取材経験



ムラの営業マン

秘境で生み出された産物を売り込む専門家

椎葉村は「日本三大秘境」と呼ばれるほど山深くにある村。自然溢れるこの地で生み出さ
れるものはとても魅力的なものがあります。
それらをもっともっと多くの人々に知ってもらいたい思いがある一方、世間に知ってもらうために
はマンパワーがあまりに足りない。
そんな思いを全国各地で販売会などで「椎葉村」をＰＲする営業マンになってみませんか？

ミッションに役立つ経験
営業職、販売業務など

協力者
○商工会の人々

椎葉村の資源を活かした特産品などを精力
的に開発しています。

三年間のロードマップ
①椎葉村の商品把握、掘り起こし
②都市部でのＰＲ営業
③営業を通じた新たな営業・企画



えんがわ食堂

縁側のような、日常的に人と人が気軽に出会う食のサービスを生み出す

椎葉村松尾地域は「仙人の棚田」と呼ばれる棚田景観や映画「しゃぼん玉」のロケ地として脚光
を浴びています。映画「しゃぼん玉」では、作中に出てくる郷土料理は地域の人々が作られたもの
で、好評を得ました。
そんな地域が新たに「食のサービス」を行う人材を募集しています。
地域の人から郷土料理を学びつつ、高齢者向けの配食サービスの展開や、観光客向けや地域
住民向けの食のサービスを考えています。
地域のシンボル「大イチョウ」の里で、人々を笑顔にする「食のサービス」を行ってみませんか？

ミッションに役立つ経験
食に関する業務、営業職
プランナー／イベンターなど

三年間のロードマップ
①自分の生業と地域ニーズがマッチ

した食のサービスの探求
②生業として展開するための計画・実践

協力者
○地域の人々

みんな、地域愛があり、親切な人々です。

〇特に関わりが深い可能性がある人々
特産品加工グループメンバー
下松尾棚田保全の会
公民館役員など



山奥のコンテンツストラテジスト

九州の「ほぼ真ん中」秘境椎葉村から、世界を驚かせましょう

「新しいって、懐かしい」
椎葉村には、そんなコンセプトを掲げる「交流拠点施設」が2020年に開館予定です。村民憩い

の場であり学びの場。村外の人も交えた交流やテレワーク機能も備えたこの施設・・・。「秘境」にそ
んな場所があるなんて、驚きじゃありませんか？

最新でありながら、椎葉村だけの懐かしさがある。「山奥のコンテンツストラテジスト」の方には、そ
んな交流拠点施設のコンテンツづくりや対外発信を手掛けていただきます。イベントづくりやオウンド
メディア運用、SNS配信・・・。すべてのメディアをあなたの手腕で活かして、椎葉村から世界を驚か
せてみませんか？

ミッションに役立つ経験
イベントプランナー／プロモーター／イン
フルエンサー／マーケッター／など

三年間のロードマップ
交流拠点施設が村内外の方から利用
されており、対外への訴求力あるメディア
と共に運営されている

協力者
○スタッフ

・現地域おこし協力隊の施設運営メンバー
・交流拠点施設を利用する村民のみなさま

施設機能
○キッズスペース、図書スペース、ＬＡＢスペース、キッ
チンスペース、コワーキングスペース、学習スペース、
小会議室、など



Only one プランナー

「日本三大秘境」「世界農業遺産認定地域」「日本で最も美しい村連合加盟地域」
など、日本の原風景が残されている地として広く認められている椎葉村をOnly oneな企
画で盛り上げるフリーミッション！

▼具体的な活動内容
・椎葉村を盛り上げる・支援する企画から実行まで行うものであれば内容は自由

▼三年後のゴールイメージ
・住民を巻き込んだ取り組みとなっている事。
・企画が新たな地域活性化の取り組みを生み出す結果に繫がる事。

▼募集に際して
・椎葉村をよく理解した上での企画を応募レポートに記載する事が必須。

役立つ経験、協力者はあなたの企画と熱意次第！
私たちをワクワクさせるプランをお待ちしています！



秘境ｄｅ農業

九州中央山地の自然に囲まれた中で農業を学んでみませんか？

椎葉村は高冷地を活かしたミニトマトやホウレン草、デルフィニュウムなどの花といったビ
ニールハウスでの園芸や和牛の繁殖経営が盛んです。自然溢れるこの地で熟練農
家の指導で学び、冬期の農閑期には６次化など、自立に向けた取り組みを行い、自
立した新しい農業スタイルを創ってみませんか。
農業就業の際には基盤整備されたハウスや牛舎等をリースで借りれるなど移住者なら
ではの農地の確保の問題も心配ありません。就農するためのフォローアップはどこにも
負けません！行い、自立した新しい農業スタイルを創ってみませんか。
農業就業の際には基盤整備されたハウス等をリースで借りれるなどアフターフォローも
準備しています
三年間のロードマップ
①熟練講師の指導でしっかり農業の栽
培知識や経営について学ぶ
②農閑期の生業について取り組む

協力者
○指導農家

経験豊富な農家さんです。

〇先輩隊員
現在まで2名が講習を受けており、副業も含め
色々と教えてくれます。



【ミッション案の背景】

〇椎葉村の魅力を伝えるローカルメディアとして、「Only one shiiba」の評価は高い
→ブランディングとしては成功だが、持続的情報発信として、より日々の情報を発信する仕

組みを構築する事が求められる
→テレワークでのライティング研修や関係人口での情報発信事業を実施中

〇椎葉村出身者に椎葉村の情報、良さを認識する機会を与え、Ｕターンの後押しになれれば
→若い世代の心をつかめる内容、発信方法が必要
→オシャレ感やＳＮＳなどを活かした発信

〇椎葉村にオノコボデザインレベルのクリエイターがいると、こうした情報発信以外に、商業的
なニーズへの対応（外に依頼していた広告制作や、新たな制作依頼）が可能であり村内だけ
でなく、将来の自立にあたっては、近隣町村からの仕事の取得も可能となる。

「繋げるエディター」



【ミッション案の背景】

〇村内で様々な特産品の製造は行えている。
→立地的に販売を独自で行うにはコスト、時間がかかる。

→販売が上手くいかず、商売的に継続できない。
→評価は高いが、製造もやらなければいけないため販売会や営業に行けない。

〇椎葉村の特産品などの販売を行える専門員がいれば生産開発の意欲が高まる。

「よこい処」のフロランタンや「椎葉山の語り部」のねむらせ豆腐など、単体ではなく
椎葉村の産物全体で販売会などを対応する人間を求めるニーズは高い。

→販売依頼の手数料ビジネスとしての自立的転回
→物産センターの販売機能の向上

「ムラの営業マン」



【ミッション案の背景】

〇松尾地区では地区計画で、高齢者などへの配食サービス構築を立案
→加工グループ等の人々はやる気がある一方、長くは続けられない。

→若い世代は就業をしていて、なかなかそこに関われない。

〇「仙人の棚田」が注目を浴び、観光客向けおよび、松尾地域内でも食のサービス（食堂
的）ニーズが発生している。

→「下松尾棚田保全の会」や庄屋跡整備などに携わる「大イチョウ太鼓」による観光客誘
致体制が進んでいる。

配食サービスはボランティア色が強く、世代交代にも時間がかかる。
観光客や地域住民向け食のサービス提供を行いながら、配食にも携わり、世代交代のメイ

ンとなる人をつくり、地域の人々の協働体制へシフトしていく流れをつくる。
食のサービスにおいての設備など（例えば、庄屋跡地やふれあいセンターなど場所を選ばず
営業できるキッチンカ―など）はクラウドファンディングなどを活用した資金調達を目指す。

「えんがわ食堂」



【ミッション案の背景】

〇交流拠点施設における集客・広告の軸となるのが、施設を活用したイベントの定期的な開
催と、絶え間なく行われる情報発信である。「コンテンツストラテジスト」とは対外発信を総合的
な観点から企画し実践する人材を指し、交流拠点施設開館にあたっての広範な話題の醸成
と中長期的な運用を念頭に、この度の募集での採用を目指したい。

〇交流拠点施設におけるイベント集客と広報は表裏一体の取り組みであり、双方に知見のあ
る人材が要望される。また世間では「エリアマネジメント」という言葉を用いる地域活性化コンサ
ルティングの企業があるように、特定地域の総合プロデュースというビジネス観点が新たな業態
として成立しつつある。交流拠点施設が複合的な要素をはらむことを踏まえたうえで、施設の
にぎわいを俯瞰的立場から醸成できる人材へとアプローチ致したい。

→ 交流拠点施設の活性化にはイベント開催と情報発信が重要である
→ にぎわい創出と対外への発信を総合的な視野をもつ人材を採用する

「山奥のコンテンツストラテジスト」



【ミッション案の背景】

〇高冷地であるため、九州を市場とした高冷地園芸が順調に伸びている。
〇椎葉村の環境を活かした産業として自立可能である。
〇農閑期は椎茸や狩猟など、自分にあった副業を行っている。

こうした状況である一方、施設（ハウス）栽培が前提であるため、土地と資金がハードルとな
り若手の育成が進まない。

このため、ベテラン農家の指導による技術習得を行う。さらに村でハウスを整備し、リースで
栽培が始められる事から、資金や土地のハードルがなくなるという施策を開始した。

農閑期は椎茸栽培や狩猟などに取り組むことも可能であるため、そうした分野の後継者育
成にも繋がる。

「秘境ｄｅ農業」


